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第
３
１
回
自
治
会
総
会
が
４
月
９
日
（
土
）
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
〈
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
選
出
〉
現
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
が

中
心
と
な
っ
て
、
２
８
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
を

推
薦
い
た
だ
き
ま
す
。
次
回
２
月
１
３
日
（
土
）

の
役
員
会
で
中
間
報
告
し
、
２
月
２
０
日
（
土
）

ま
で
に
確
定
い
た
だ
き
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

は
、
２
２
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
事
情
と

や
り
方
で
選
出
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
十
数
年
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
一
覧

を
高
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
役
員
用
」
に
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
の
で
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
役
割
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
や
設
備
投
資
な
ど
で
、
減
少
し
て
き
て
い
ま

す
。
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
職
責
の
詳
細
に
つ
い
て
は

同
じ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
仕

事
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
〈
次
期
常
任
委
員
の
選
出
〉
２
月
２
８
日
（
日
）

ま
で
に
、
常
任
委
員
を
自
薦
・
他
薦
で
選
出
し
ま

す
。
今
年
度
は
５
名
の
常
任
委
員
で
運
営
し
て

き
ま
し
た
が
来
年
度
は
倍
増
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
２
７
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
を
担
当
い

た
だ
い
た
方
は
、
積
極
的
に
立
候
補
お
願
い
し

た
し
ま
す
。↗

▼
２
月
１
４
日
（
日
）
に
「
桂
川
流
域
ク
リ

ー
ン
大
作
戦
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
国
土

省
主
催
で
流
域
に
関
係
す
る
２
１
２
団
体

の
協
賛
に
な
る
も
の
で
、
桂
川
一
帯
の
ゴ

ミ
を
な
く
し
、
自
然
環
境
を
守
る
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
淀
川
河
川
公
園
大

山
崎
地
区
（
大
山
崎
Ｉ
Ｃ
横
の
ダ
イ
ハ
ツ
工
場

の
南
）
に
８
時
３
０
分
に
、
で
き
れ
ば
軍
手
や
火

ば
さ
み
を
持
っ
て
集
合
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

総
会
後
常
任
委
員
の
中
か
ら
、
四
役
（
会
長
・
副

会
長
・
会
計
・
庶
務
）
や
部
会
リ
ー
ダ
ー
を
互
選

に
よ
り
選
出
し
ま
す
。

担
当
い
た
だ
く
職
責
に
つ
い
て
は
、
同
じ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
役
員
構
成
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
〈
そ
の
他
〉
現
役
員
に
よ
り
「
今
年
度
事
業
実

績
の
ま
と
め
」「
来
年
度
事
業
計
画
」「
総
会
資
料

作
成
」「
次
期
役
員
資
料
」
な
ど
を
制
作
し
て
い

き
ま
す
。

高
台
は
市
内
で
も
自
治
会

活
動
が
活
発
な
地
域
と
し

て
夙
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
役
員
に
な
れ
ば

多
く
の
仕
事
が
あ
る
と
の

不
安
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
「
楽
し
み

は
最
大
に
、
負
担
は
最
小
に
」
を
心
が
け
、
皆
さ
ん

の
負
担
に
な
ら
な
い
施
策
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

会
員
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

心
と
知
恵
と
熱
意
で
、
自
分
が
得
意
と
す
る
分

野
で
、
高
台
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
親
し
く
な
る

活
躍
を
、
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

▼
昨
年
高
台
２
号
公
園
前
で
分
別
ゴ
ミ
収
集
車

が
燃
え
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
原
因
は
中
身

が
残
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
が
、

普
通
ゴ
ミ
の
中
に
混
っ
て

い
た
た
め
で
す
。
ス
プ
レ
ー

缶
類
（
塗
料
、
ヘ
ヤ
ー
ス
プ

レ
イ
、
殺
虫
剤
等
の
ス
プ
レ
ー
缶
、
ま
た
ガ
ス
ボ

ン
ベ
や
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
等
）
は
、
必
ず
普
通
の
缶

と
分
け
て
「
専
用
の
籠
」
に
入
れ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際
中
身
を
全
部
使
い

切
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
万
一
残
っ
て

い
る
場
合
は
、
３
か
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
今

回
置
い
た
「
ガ
ス
抜
き
器
」
を
使
っ
て
、
注
意
し

な
が
ら
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
ス
プ
レ
ー
缶
の
、

「
内
容
物
」
と
「
噴
射
剤
（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
ガ
ス
等
）」

と
も
に
可
燃
性
で
あ
る
こ
と
が
多
く
危
険
で
す
。

◆
「
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
推
進
行
事
」

が
１
月
１
８
日
（
月
）
午
前
７
時
４
５
分
～

８
時
１
５
分
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
長
五

小
の
児
童
の
通
学
路
の
安
全
指
導
を
す
る

も
の
で
、
指
導
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た

め
に
黄
色
い
も
の
を
身
に
着
け
、
高
台
２
号
公

園
か
ら
小
学
校
ま
で
児
童
と
一
緒
に
集
団
登
校

し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
「
土
石
流
災
害
対
策
の
た
め
の
講
演
会
」
が
、

１
月
１
７
日
（
日
）
午
後
１
時
３
０
分
か
ら
金
が
原

自
治
会
館
（
湯
川
酒
店
の
西
）
で
、
高
台
西
す
こ
や

か
会
主
催
で
あ
り
ま
す
。
高
台
で
も
土
石
流
の
危

険
が
い
わ
れ
ま
す
。
多
数
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◆
１
月
１
７
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
下
海
印
寺

「
西
条
公
園
」（
に
し
じ
ょ
う
、
四
中
下
で
高
架

下
の
公
園
）
で
避
難
場
所
確
認
及
び
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
設
置
体
験
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
長

五
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
来

る
べ
き
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
備
え
て
の
実
際

的
な
訓
練
で
す
。
多
数
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◆
１
２
月
２
８
日
と
２
９
日

「
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実

施
し
、
延
べ
５
１
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
さ

ん
の
参
加
も
多
く
、
二
手
に

分
か
れ
て
拍
子
木
を
打
ち
な

が
ら
、
火
の
用
心
、
盗
難
注

意
と
高
台
中
を
回
り
ま
し
た
。

市
議
会
議
長
等
の
激
励
訪
問

も
あ
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
後
は
懇
談
し
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

大
山
崎
円
明
寺
宅
地
開
発
の
４
丁
目
円
明

寺
地
域
造
成
工
事
が
１

２
月
１
４
日
か
ら
始
ま

り
、
新
年
も
５
日
か
ら

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
竹
藪
伐
採
の
工
程
で
す
が
、

今
春
以
降
の
本
格
的
造
成
工

事
が
始
ま
る
と
府
道
２
０
４

号
線
（
バ
ス
通
り
西
側
の
道

路
）
を
、
最
大
５
５
０
台
の
ダ
ン
プ
が
往
来
す
る

月
も
あ
る
よ
う
で
す
。
交
通
・
粉
塵
・
騒
音
な
ど

で
問
題
が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の
自
治
会
役
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

年
賀
状
作
成
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
部
で
６
０
、

７
４
１
円
の
純
益
と
な
り
自
治
会
収
入
に

繰
り
入
れ
ま
し
た
（
一
部
他
自
治
会
の
資

料
作
り
謝
礼
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
）。

<

訃  

報>

１
０
Ｂ

田
尻

恭
子

さ
ん
（
享
年
７
４
歳
）

平
成
２
７
年
１
２
月
２
８
日

３
丁

目
の
田
尻
恭
子
さ
ん
が
鬼
籍
に
入

ら
れ
ま
し
た
。
田
尻
さ
ん
は
平
成

２
４
年
度
ま
で
長
く
自
治
会
常
任
委
員
を
務
め

ら
れ
、
ま
た
現
役
の
民
生
児
童
委
員
や
き
ず
な

の
会
代
表
世
話
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

家
が
高
台
集
会
所
前
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
サ

ー
ク
ル
活
動
や
自
治
会
行
事
や
３
号
公
園
清
掃

を
積
極
的
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

<
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平成 28 年は、

丙申（ひのえ さ

る）、革命がおこ

る年とされます
昨年の総会準備作業

春桜花爛漫のもとで行われる「高台さくら祭り＆バザ

ー」を、今年も実施するか1 月の役員会で審議しまし

た。高齢化で準備が大変だ、出品するものも少なくな

ったなどで、開催が懸念されましたが、楽しみにして

いる皆さんも多いということで、今年も実施すること

になりました。開花の状態で変更もありますが4 月3

日（日）を予定しています。バザー用として「使って

いない」「進物でもらった」

などの日用品・食料品・陶

器・衣料などがありました

ら準備をお願いします。ま

た趣味収集品・手作り品・

不要になった高額品などを

販売いただくフリマの出展もお待ちしています。

ふれあいサロン（映画会）

第23 回「ふれあいサロン（映

画会）」を、１月25 日（月）

１４時からさくら会館で行い

ます。今回は森繁久彌主演「小

説吉田学校」です。吉田宰相

が占領下で講和条約で独立を

取り戻すまでを、リアルな権

力闘争と共に描いています。

岸・鳩山・佐藤・池田・田中な

ど歴代の首相の若い頃が、最

適のキャスティングで本人以

上にそれらしい姿で出てきま

す。特に昭和の名優森繁の吉

田の演技は、鬼気迫るものが

あります。長編ですので前半

の部分だけを編集してありま

す。モノクロ昭和５８年作品

です。

映画会の後、喫茶や酒類を楽

しみなが

ら歓談。

参加自

由 申し

込み不

要 無料。

「機会飲酒」の方もどうぞ。
歳末パトロール

日
本
の
国
民
病
と
も
い
わ
れ
た
胃
が
ん
の
原

因
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ト
レ
ス
、
遺
伝
、
塩
分
取

り
す
ぎ
、
焼
き
魚
の
焦
げ
な
ど
が
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ

ー
シ
ャ
ル
博
士
が
胃
の
強
い
酸
の
中
で
も
生

き
る
ピ
ロ
リ
菌
を
発
見
（
こ
の
功
績
で
ノ
ー

ベ
ル
賞
）、
胃
が
ん
の
原
因
が
こ
の
ピ
ロ
リ
菌

で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
し
ま
し
た
。
井
戸

水
な
ど
を
飲
ん
で
そ
こ
に
い
る
ピ
ロ
リ
菌
に

感
染
し
、
胃
が
ん
へ
と
進
む
と
さ
れ
ま
す
。

国
民
病
と
思
わ
れ
て
い
た
の
は
日
本
に
ピ
ロ

リ
菌
が
多
く
い
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
遺
伝

と
い
わ
れ
て
い
た
の
は
親
子
が
同
じ
水
を
飲

ん
で
い
た
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
こ
の
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
は
ど
う
す

れ
ば
分
か
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
呼
気
や

血
液
を
検
査
す
る
こ
と
で
簡
単
に
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
近
く
の
お
医
者
さ
ん
で
も
検

査
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、
検
査
キ
ッ
ト
を
購

入
し
て
自
分
で
も
で
き
ま
す
。

そ
し
て
感
染
が
分
か
れ
ば
、
１

週
間
抗
生
物
質
を
飲
み
続
け
れ

ば
除
菌
で
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
取
れ
な
い
頑

固
な
ピ
ロ
リ
菌
は
、
さ
ら
に
別
の
薬
を
１
週

間
飲
む
だ
け
で
す
。
ま
た
ス
ー
パ
ー
で
も
広

く
売
ら
れ
て
い
る
Ｌ
Ｇ
２
１
乳
酸
菌
入
り
の

ヨ
ー
グ
ル
ト
（
百
数
十
円
）
を
数
週
間
食
す
だ

け
で
同
等
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
簡
単
な
方
法
で
胃
が
ん
リ
ス
ク

が
ほ
ぼ
完
全
（
９
５
％
）
に
な
く
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
皆
さ
ん
も
是
非
実
行
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
高
齢
の
人
で
は
８
割
が

ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す

が
、
多
く
の
人
が
除
菌
す
れ
ば
、
胃
が
ん
は
劇

的
に
減
少
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ピロリ菌

竹林の伐採が行われています

４
Ｂ

２
・
８
・
１
０

船
田

将
生

さ
ん

さ
く
ら
会
館
１
月
度
清
掃
を
、
１
３
Ｂ
と
１

４
Ｂ
の
１
１
名
で
行
い
ま
し
た
。
次
回
２
月

度
は
１
３
日
（
土

役
員
会
の
日
）
１
０
時
か

ら
で
、
１
５
Ｂ
と
１
６
Ｂ
が
当
番
、
リ
ー
ダ

は
三
原
さ
ん
で
す
。
１
２
月
度
の
さ
く
ら
会

館
の
部
屋
利
用
は
１
７
回
で
し
た
。

つ
と


